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第３９６回 
株式会社テレビ新潟放送網 

放送番組審議会 

 

１ 開催日時 ２０２３年３月２７日（月） 

２ 開催場所 テレビ新潟本社 

３ 委員総数 ８人  出席委員 ８人 

  出席委員 

若杉 隆平 委員長   田村 明子 副委員長 

德山隆太郎 委員    富田 智晃 委員 

大久保千春 委員    栁川かおり 委員         

    本宮 宏美 委員     迫  一成 委員         

  会社側出席者 

代表取締役社長              小山 章司 

常務取締役      増子  隆 

取締役コンテンツ本部長          寺内 邦彦 

コンテンツ戦略局長兼番組審議会事務局長  羽田  朗 

報道制作局長               竹野 和治 

報道制作部制作チーム担当部長       須山  司 

合評番組プロデューサー          田中 泰輔 

事務局             道場拓哉  坂上 寿史   
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４ 議 題 
 

１） 番組合評 

「新潟×長野 一番Ｇｅｔ！ 

つなげよう！信越の魅力連発ＳＰ」  

   (２０２３年３月３日（金）１８:４０～１９:５６放送） 

 

２） 会社報告 

① ２月の視聴者の意見      （報告：番組審議会事務局） 

② 講じた措置、議事概要の公表  （報告：番組審議会事務局） 

③ 訂正放送、取り消し放送の有無 （報告：番組審議会事務局） 

 

３）その他 

 

５ 審議の概要 

 

会社側からは「今回で７回目の放送となるテレビ信州との共同制作番組。

当社の「夕方ワイド新潟一番」、テレビ信州の「ゆうがたＧｅｔ！」とい

う両局の情報番組がタッグを組み、今回は幹事局であるテレビ新潟のス

タジオから放送した。過去の番組では『新潟・長野の対決』をテーマに

していたが、今回はそれぞれのエリアの視聴者が、この番組を通して自

分が住んでいる県の意外な魅力に気づき、さらに隣県の魅力を知るきっ

かけにしてほしいという考えから『新潟・長野の魅力度アップ』をテー

マにした。」という趣旨の説明があった。 
 

（委員の意見） 

●友近さんや空気階段のＶＴＲはシュールで面白く、バラエティー番組

らしさがあってよかった。 
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●スタジオの雰囲気が寂しく中途半端。画角が広すぎて余白が多かった。 

●新潟と長野のうち、どちらの県を取り上げているのかを右上や左上に

表示するとわかりやすかったのではないか。 

●独特な世界観の友近さんによる月岡温泉のＰＲ動画はさすがだった。 

●ひとつの特徴が色濃くなるとオリジナル性が出る。この先も続くので

あれば段々と楽しみにしてもらえるようになったらいいと思った。 

●情報量が多く、広く浅くという傾向があって、残るものがなかった。 

●学生が一生懸命時間をかけて黒板アートを作っていたが、サラッと紹

介されていたので、もっとクローズアップしてほしかった。 

●料理の先生方が断面にこだわったという話をしていたが、完成したら

あっさりと断面が出たところがもったいなかった。 

●諸橋アナウンサーと長野の松井アナウンサーが自分をメディアにして

進行していたのが上手で安心できて楽しかった。 

●Ｔｗｉｔｔｅｒでの発信やコメントをお願いしていたが、何を発信し

ていたのかを表示するなど、生放送のテレビと絡ませるような仕組み

ができるとよかったのではないか。 

●芸人さんたちがあまり真面目にやっていないような印象を視聴者側に

与えてしまっているのは、あまりいいことではない。 

●内容が盛りだくさん過ぎて、また芸人さんが多すぎて、それぞれ分散

してしまったという感じがした。 

●友近さんの存在感があり、月岡温泉のＰＲなのか、友近さんのＰＲな

のかわからなかったが、メイキングがあったおかげで楽しめた。 

●地方局はバラエティー感というよりも、そのエリアで共感を得られる

ものを中心にした方がいいと思うが、今回はゴールデンタイムという

ことで番組の作りが難しかったのではないか。 

●ディープとかシュールとかカオスという意味でいうと、人に徹底的に

フォーカスするものがあってもよかった。 
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●次から次に「これどうでしょう」という感じで知らない情報がたくさ

んあり、地元テレビならではのものが出てきて楽しめた。 

●ＮＯＮ ＳＴＹＬＥの井上さんが、視聴者が思っていることをポンポン

と言ってくれていて助けられた。 

●空気階段のもぐらさんが遅刻の罰を受ける場面などは、若い人や中高

生は共感しないのではないか。 

●楽しく見ることができたという気持ちはある一方で、もう少し立ち止

まって見たいという気持ちも少し残った。 

●番組としては非常に工夫をして、短い時間でも対立構造ではなく高め

合うという姿勢があってよかった。 

 

６ 会社側の報告 

 

１）放送番組に関して申し出のあった意見の概要 

２月……１４６件 

 

２）訂正放送、取り消し放送の実施状況 

前回審議会の開催日(２０２３年２月２７日) から、  

昨日(２０２３年３月２６日)まで総務省に届け出た 

訂正放送、取り消し放送はありませんでした。 

 

７ 審議機関の答申または意見（前回審議会）に対してとった措置 

 

１） 前回第３９５回審議会では、「ガタオシ！新潟いかがでＳＨＯ

Ｗ」を審議いただき、委員の意見は議事概要にて記者、制作ス

タッフ、社内に周知しました。 

２） 番組審議会議事録を全社員、スタッフに共有しました。 
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８ 今回の第３９６回放送番組審議会の公表 

 

１） テレビ新潟本社、長岡支社、上越支局の県内事業所に 

議事概要の書面を準備します。 

２)  当社のニュースで審議会の概要を放送します。 

３） ＴｅＮＹホームページに議事概要を掲載します。 

  

９ 参考事項（委員への配布資料） 

 

・第３９５回番組審議会議事録 

・２月の視聴者からの意見、問合せ等の集計表 

・ＢＰＯ報告（Ｎｏ.２４８） 

・民間放送新聞（２２１３号） 

以上 


